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の
E

・
オ
ズ

ボ
ー

ン
は

、
女

史

の
活
動

に
感
動

、

そ

の
児
童

書

コ

レ
ク

シ

ョ
ン
を
ト

ロ
ン
ト

公
共

図
書

館

に
寄

贈
し

た
。
児

童

文
学

研
究

者

の
必
読

書
と

な

っ
て

い
る
女

史

の
『
児
童

文
学
論

』

(
一
九
五
三
)
は
、
古

典

の
重
要

さ

を
繰

り
返

し
述

べ
、
児

童
文
学

も

大

人

の
文
学

と
同

じ
基

準

で
批
評

し
よ

う
と
し

て

い
る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(桂
　
宥
子
)

　

ス

ロ
ボ

ト

キ

ン
　

ル
ィ

ス

い
o
巳
ω
ω
}o
げ
o
α
閃
ぎ

一
九

〇
三

～
七
五
　

ア
メ
リ

カ

の
作
家

、

挿
絵

画

家
。

は
じ

め

は
彫
刻

家

　
　

　
　

　

ホ

だ

っ
た
が
、

エ
ス
テ

ス

の

『
モ

フ

ァ

ッ
ト

き

ょ
う

だ

い
』
(
一
九

四

一
)
の
挿

絵
を

手

が
け

た

の
を

き

っ
か
け

に
、
子

ど
も

の
本

の

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ネ

仕
事

に
転

じ

る
。
挿

絵

の
代

表
作

に

サ
ー

バ
ー

の

『
た
く
さ

ん

の
お
月

さ
ま
』
(
四

二
)
、

エ
ス

テ

ス
の

『
百
ま

い
の
き
も

の
』
(
四

四
)
、
自

分

で
物
語

を
書

い
た
も

の
に

『
り
ん

ご
の
木

の
下

の
宇

宙
船

』
(五
二
)
な

ど
が
あ

る
。
作

風

は
温

か
く

、
親

し

み
や
す

い
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(脇
　
明
子
)

　

ス

ワ

ン

ア

ン

ニ
　
〉
昌
三

ω
乏
9。
づ

一
八

七
五
～

一
九

五
八

フ

ィ

ン
ラ

ン
ド

の
作

家

。
児

童

・
青
少

年
向

け
文
学

の
先

駆
者
。

『
縛

Nミ
冒
丶

お
と

ぎ
話
集

』

(
一
九
〇

一
)
か
ら

『き

ミ
妃
§

ミ
§

饕
ミ

黛
昔

ミ
篭
§
ミ
ミ

コ
タ

ヴ
オ

リ

の
物
語

』
(五
七
)
ま

で
二
〇

冊
を

超

え
る
作

品
集

は
、

明

る

い
現
実

肯
定

、
人
道

主
義

、
堅

苦

し
く

な

い
理
想
主

義

に
貫

か
れ

、
古

典
と

し
て
愛

読
さ

れ
て

い
る
。

『
波

の
秘
密
』

『不

思
議

の
花
』

『
ペ
ト

リ
と
魔

法
使

い
』

は
邦

訳

が
あ

る
。
翻

訳
や

児
童

雑

誌

の
編
集

に
も

関
与

。

一
九

六

一
年

に
ア

ン

ニ

・
ス
ワ

ン
賞

が
制

定
さ

れ

た
。
　

(稲
垣
美
晴
)

セ

　

生

活
綴
方

誰

効

っ　

歴
史

的

に
特
異

な
性

格
を

も

つ
日
本

の
公

教
育

制
度

の
内
部

に

一
九

三
〇

年
代

に
発

生
し

、
発
達

し

て
今

日

に
至

っ
て

い
る
日
本

生
ま

れ

の
教
育

方

法
に
与

え
ら

れ

て

い
る
呼
称

。

そ

の
方

法

が
、
散

文
、

詩
な

ど

の
文
章

表
現

指

導

の
過

程
を

含

ん
で

い
る
と

こ

ろ
か
ら

、
そ

の
実

践
者

の
中

に
、

教

師

や
社
会

運
動
家

だ

け

で
な
く

、
児
童

文
学

や
文

学
を

論
じ

、

か

つ
は
こ
れ

を
実

践
す

る
も

の
が
現
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

そ

の
方

法

上

の
特

徴

は
、

子
ど
も

や
青

年

に
、

生
活

に
取
材

し
た

ひ
と
ま

と
ま

り

の
文

章
を

手
順

を

ふ
ん

で
書

か
せ
、

さ
ら

に
は

こ
う

し

て
で
き

た
作

品
を

文
集

に
編

集

し
て

こ
れ
を

学
級

や
集

団

の
仲
間

た
ち

の
間

に
発

表
さ

せ
、

討
論

さ

せ
、
考

え
合

わ
せ

る

こ
と
を

も

っ
て

一
つ
の
教

育

の
成

立
と
す

る
点

に
あ

る
。

指

導
原

理
と

し

て
は
リ

ア
リ

ズ

ム
を
志
向

し

、
指

導
形
態

と

し
て

は
国

語
科
作

文

に
と

ど
ま
ら

ず

、
各
教

科

に

こ
れ
を
も

ち
込

ん

で
、

子
ど
も

に

ひ
と
ま

と
ま

り

の
母
国

語

の
文
章

を
書

か

せ
る

こ
と

の
大

切
さ
を

そ

の
指
導

過
程

上
と

り
た

て

て
重
視

す
る

と

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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い
う

形
を
と

る
。
表

現
形

態

と
し

て
詩

型

を
と

る
も

の
を

と
く

に
生

活
詩
と

い
い
、

大
人

を

対
象
と

す

る
も

の
を
生

活
記

録

と

呼

ぶ
。
生
活

綴
方

の
実
践

に
は
、
地

域

や
時
代

に
よ

っ
て
少

し

ず

つ
違

い
が
あ

り
、
戦
前

三

、
四

〇
年
代

に
東

北

地
方

一
帯

に

一
つ
の
ま

と
ま

り
を
も

っ
て
広

が

っ
た

そ
れ

を
、

「
北
方

教
育

」

と

呼

ぶ
場

合

が
あ

る
。

ま

た
生
活

綴
方

の
実

践

に
よ

っ
て

で
き

た
文
章
作

品
を

生
活
綴

方

と
呼

ぶ
場
合

も
あ

る
。

【参
考
文
献
】
日
本
作
文
の
会
編

『生
活
綴
方
事
典
』
(
一
九
五
八
　
明
治
図

書
)、
同
上
編
『講
座
生
活
綴
方
』
全
五
巻
(
一
九
六
二
～
六
三
　
百
合
出
版
)、

中
内
敏
夫

『生
活
綴
方
』
(
一
九
七
六
　
国
土
社
)　
　
　
　

(中
内
敏
夫
)

　

生
活

童
話

嶺

励
っ
　

広
義

に
は
、
空

想

的
な

童

話

に
対

し

て

子

ど
も

の
日
常
生

活
を

写
実
的

な

手
法

で
描

い
た
作

品
を

指
す

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

が
、

狭
義

に
は
昭

和
六

、
七

年
か

ら

一
〇
年
代

の
プ

ロ
レ
タ

リ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ホ

ア
児
童
文
学

の
後

退
期

に
、
塚
原
健

二
郎

、
槇
本

楠

郎
ら

に
よ

っ

て
提
唱

さ
れ

た
。

児
童

の
生
活
を

社
会

的
連

帯

の
視
点

か

ら
描

こ
う
と

し
た

一
群

の
作

品
を

指
す

。

こ

の
場

合

は
生

活
主
義

童

話
と
も

呼
ば

れ
る
。

槇
本

の
評
論

集

『新

児
童

文
学

理
論

』
(
一

九
三
六
)
は
、
生
活
主

義
童

話

の
代
表
論

集

で
あ

り
、
作
品

と
し

て

は
槇
本
自

身

の

『
掃
除

当
番

』

『原

つ
ば

の
子
供

会
』
、

塚
原

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

健

二
郎

の
童

話
集

『
子
供

図
書
館

』
(三
九
)、、

川
崎
大

治

の
童

話

集

『太

陽
を

か

こ
む
子
供

た
ち

』
(四
〇
)
な
ど

が
あ

げ
ら

れ

る
。

こ
れ
ら

は
プ

ロ
レ
タ

リ
ア
児

童
文
学

の

い
わ

ば
転

向
形

態

と
し

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ　
　　　
　　　
　　
ホ

て
発
生

し
、

そ
れ

に
続

く

下
畑
卓

、
岡

本
良

雄
ら

の
作

品

に
も

影
響
を
与

え

た
。　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

(藤
田
の
ぼ
る
)

聖
書

物

語

黙

駈

も
　

子

ど
も

の
た

め

の
聖
書

物

語

は

イ

ギ

リ

ス

一
七

世
紀

に
は

じ
ま

る
。

そ

の
前

提

と
し

て

一
六

=

年

の
欽

定
訳

聖
書

が
出

た

こ
と

に
よ

っ
て
、

子
ど

も
た

ち
が
聖
書

の
物

語
を

は
じ

め

て
全
体

的

に
知
り

う

る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た
。

子
ど
も

も
原

罪
を

免
れ

な

い
と
考

え
た

ピ

ュ
ー
リ

タ

ン
は
宗

教
教

育

に
熱

心
で
あ

っ
た
か

ら
、
聖

書

の
教
え

を
わ

か
り

や
す
く

子
ど
も

に
与

え

る
試

み

に
精
を

出
し

た
。
ナ

サ

ニ

エ
ル

・
ク

ロ
ウ
チ

の

『
さ

ミ
ミ
、砺
b
ご
§
鳴
壽

職
§
鳴

若
者

の
神

聖

な

楽

し

み

』

(
一
六

九

一
)
や

ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

.

ハ
リ

ス

の

『
§

鳴
き

⑤

靉

ミ
鳴
§

さ

δ
鳴

聖
書

』

(
一
七
二
九
)
は

い
ず

れ
も

子
ど

も

の
記
憶
を

助

け
る

た
め

に
韻

文

で
書

い
て

い
る

の

が
特

徴

で
あ

る
。

や

が

て
挿

絵

の

つ
い
た

聖
書

が
刊
行

さ

れ
る

よ

う

に
な

る
。

エ
リ

シ

ャ

・
コ
ー

ル
ズ

の

『
§

鳴
　

ぎ

ミ
ミ
げ

譯

き
貯

切
き
隷

若

者

の
た

め

の
目

に
見

え

る
聖

書
』

(
一
六
七

五
)
が
そ

の
早

い
例

で
あ

る
。
イ

ギ

リ

ス
で
最

初

の
子
ど
も

の
本

　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

の
出
版

社
を

は
じ

め
た

ニ

ュ
ー

ベ
リ
ー

も
挿

絵
入

り

の
聖

書

や

小
型
本

の
聖
書

を

出
す

な
ど

し

て
、

子
ど
も

の
読

者

の
興

味
を

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

惹

こ
う

と
努

め

て

い
る
。

一
九

世
紀
初

頭

に
は
チ

ャ

ッ
プ

ブ

ッ

ク

の
聖
書

が
出

回
る
。

『
§

鳴
〉
愈
ミ

国
ら
ミ
§

丶
切
き
貯

新

し

い

絵

入
り
聖
書

』

(
一
八
二
〇
)
は

聖
書

の
よ
く

知

ら
れ

た
部

分

に

木

版
画

の
挿
絵

を

つ
け
た

も

の
で
あ

っ
た

。
チ

ャ

ッ
プ

ブ

ッ
ク

に
は
、
聖

書

の
物
語

を
わ

か
り

や
す

く
書

き
直

し
た
も

の
も

含

　

　
　
　

　
　

ホ

ま

れ

て

い
た
。

日
曜

学
校

運
動

の
推

進
者

ト

リ

マ
ー
夫

人

は
、

聖

書

に
挿
絵
を

つ
け
る

こ
と

に
対

し
反

対
し

『
留

ら
譜
駄

⑦
な
§
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留

§

討
織
殴ざ

§

ミ
鳴
⑦
簿

骨
ミ
ミ
砺

聖
書
物

語
』

六
巻

(
一
七
八

二
)
を

著
し

た

が
、

一
方

で
聖
書

の
物

語
を
銅

版
画

に
し

て
、
物

語

は
別

に
本

の
形

に
し

て
添
え

る
試

み
も

し

て

い
る
。

一
九

世

紀

に

は
家
族

用
聖
書

が
数
多
く

出
版

さ
れ

た

が
、

た

い
て

い
は

挿

絵

つ
き
、

質
問

つ
き

の
も

の
で
あ

っ
た

。

一
九
世
紀

に
、

聖

書

を

子
ど
も

向
き

に
や

さ
し
く

書
き

直

し
た

の
は

フ

ェ
リ

ッ
ク

ス

・
サ

マ
リ
ー

で
、

『切
き
智
肉
ミ
§

冴

聖

書

の
出
来

事
』

(
一
八

四
三
)
が
あ

る
。
二
〇

世
紀

の
例

と
し

て
は
、
子
ど
も

の
た

め

の

　
　

　

　
　

　
　

　

ホ

詩

人

と
し

て
有
名

な

デ

・
ラ

・
メ
ア

の

『
聖
書
物

語
』

(
一
九
ニ

　
　

ホ
　　　　　　　　　　　　　ホ

八
)
、

タ

ー
ナ

ー
や

デ

ィ
キ

ン
ソ

ン
の

『
G
甚

駄

O
o
ミ

§

織

O
ミ
ミ

⑦
ミ
註
毳

ぎ

ミ

ミ
鳴
O
ミ

寄

⇔
ミ
§
§

、
聖
書

物
語

』

が

そ
れ

ぞ
れ

あ
る
。

前
者

は

一
九

六
八
年

出
版
、

後
者

は

入
○
年

度

の
カ
ー

ネ
ギ

i
賞
を

受
賞

し

て

い
る
。
　

　

　

(猪
熊
葉
子
)

　

世
界

お
伽

噺

灘

鬱

と
　

世
界

の
民

話

・
昔

話

の
シ
リ

ー
ズ

で

　
　

　

　
　

ホ

全

一
〇
〇

編
。
博
文

館

発
行
。
一
入
九

九
年

(明
32
)
～

一
九
〇

八

　
　

　

　
　
ホ　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　
ホ
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　
ホ

年

(
明
41
)
。

昔
話

を
集

め
た

『
日
本

昔
噺

』
、
史

実

・
伝

説
を
集

　
　

　

ホ　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　ホ

め
た

『
日
本

お
伽
噺

』
各

二
四

編
と
と

も

に
巌

谷
小

波

の
代
表

　
　

ホ

的
な

再
話

の
業

績
と

い
え

る
。
欧

米

の
類
書

か
ら

の
取
材

で
、

依
拠

し

た
原
書

名
な

ど

が
記
載

さ
れ

て

い
る
。

ド
イ

ツ
、

ロ
シ

ア

の
作

品
が
比

較
的

多

い
。

ス
ケ
ー

ル
の
大

き
な

話

の
筋

を

と

り
、

自
由

に
再

話

し
た

こ
と
、

途
中

で
か
な

遣

い
を

変
更

し

た

こ
と

が
第

一
〇
〇
編

の
文

章

に
あ
る
。

こ
の
後

『
世
界

お
伽

文

庫
』

五

〇
編
も

刊
行

。　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

(佐
藤
宗
子
)

　

世

界
児

童
文

学

の
全
集

鰐

窺

苫

鶉

児
童
出

版

に
お
け

る

実

用
的
概

念
。

「
世
界
」

「児

童
文
学

」

「
全
集

」
の
中
味

は
多

様

で
あ

る
。

全
冊

の
中

で
地
域

の
割

り

ふ
り
優

先

か
、
作

品
重

視

　
　

ホ
　　　　　　　　ホ

か
、

昔
話

・
民

話
中

心
か
、

古
典

童

話
か

、
新

し

い
作

品

主
体

か

、
冊
数

や
大

き
さ

の
決
ま

っ
た
全
集

か

、
あ

る
趣

旨

の
も
と

の
継
続
的

シ
リ
ー
ズ

か
、

と

い

っ
た

企
画

の
違

い
だ

が
、

そ

こ

に
刊
行
時

の
、

ひ
と

ま
と

ま
り

と
し

て
捉

え

た
児
童

文
学

に
対

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

す

る
意
識

を
読

み
と

れ
よ
う

。

ま
た

明
治

期

の

『世

界
お
伽

噺
』

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

(
博

文

館
)
、

大

正

期

の

『世

界

童

話

集

』
(春

陽
堂

)
は

、

そ

れ

ぞ

　

ホ　
　　　　
　　　　
　　　ホ

れ

巌

谷

小

波

、

鈴

木

三

重

吉

と

い
う

個

人

再

話

者

の

手

に

な

る

点

で

注

目

さ

れ

る

。

な

お

大

正

期

に

は

す

で

に

多

く

の
全

集

が

　

　

　

　

ホ　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　ホ
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
ホ

出

た

が

、

『世

界

童

話

大

系

』
(
近
代

社

)
、

『
模

範

家

庭

文

庫

』
(
冨

山
房

)
は
大

部

で

堅

牢

な

造

本

で

あ

る
。
『
少

年

少

女

名

著

大

系

』

ホ(金
の
星
社
)
の
よ
う
に
雑
誌
掲
載
と
連
動
す
る
場
合
も
あ
っ

た
。
全
集
は
長
さ
の
制
限
か
ら
も
抄
訳

・
再
話
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
抄
訳

・

再
話
の
代
表
に
『世
界
名
作
全
集
』
『少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
』

ホ(講
談
社
)
が
あ

り
、
完
訳

を

め
ざ

し
た

も

の
は
、
各

国
文
学

者

が

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
ホ　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
ホ

多
く

訳
者

と
な

っ
た

『
岩
波
少

年
文

庫

』
(
岩
波
書
店
)
、

『世

界

少
年

少
女
文

学
全
集

』
(創
元
社
)
な

ど
少

数

で
あ

る
。
最

近

は
外

国
出

版
社

と
提
携

し
た

「
国

際
版

」
や

他

メ

デ
ィ

ア
と
か

か
わ

る

「
ア

ニ
メ
全
集

」

が
増
え

た
。

い
わ

ゆ
る

「
和
文
和

訳
」

も

多
く

読
者

数

が
多

い
割

り

に
軽
視

さ

れ

て
き
た

が
、
あ

る

セ

ッ

ト

の
中

で
何

を
読

ま

せ
よ
う

と
意

図

し

て

い
る

か
を

測
る

こ
と

か

ら
児
童

文
学

観
を
捉

え
、

児
童

文
学

史

の
あ

る
側

面
を

み
る
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セ カ イ シ ヨ ウ

こ
と

が
で
き

よ
う
。

世

界

少
女

文
学

艦

鴛

、
う
じ
,

(佐

藤
宗
子
)

の
時

期

に
、

そ

の
規
模

と
と

も

に
質

の
高

い
翻
訳

は
高

い
評

価

を
受

け
た
。

だ

が
、
長

編

は
抄
訳
を

余

儀
な

く
さ

れ
、

ま

た
、

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

内
容

的

に
も

五

〇
年

に
発
刊

し
た

『岩

波
少

年
文

庫
』

の
よ

う

に
三

〇
年
代

の
英

米
児

童
文
学

の
傑

作

を
紹

介
す

る
ま

で

に
は

至
ら

な
か

っ
た
。

第

一
～
三

二
巻

ま

で
第

二
回
産

経
児

童
出

版

文
化
賞

を
受

け

る
。　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(宍
戸

寛
)

　
世
界

少
年

文
学

器

耽

、
う
ね
ん

　

世

界

少

年

少

女

文

学

全

集

器

耽

岩

㍑

牝
、
う
じ
,
　

第

一
部

全

五

〇
巻
、
第

二
部

全

一
八
巻
、
創

元
社
刊

(第
二
部
は
東
京
創
元

社
)
。
世
界

の
神

話
、
昔
話

、
古

典
、
児
童
文

学

の
名
作

お

よ

び

一
般
文

芸
作

品

の
う
ち
青

少
年

向
き

の
も

の
を

選

び
、
収

録
し

た
全
集

。
第

一
回
配
本

は

一
九

五
三
年

(昭
28
)
五
月

、
第

一
六
巻

　

　
　

　
　
　

　

ホ　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　
ホ

『
ド
イ

ツ
編

3
』

(
ケ

ス
ト
ナ
ー

『飛
ぶ
教
室

』
高

橋
健
二
訳
、
他

収
録
)
で
、
最

終
配
本

(
一
九
五
六

・
一
二
)
第

五

〇
巻

『
世
界
学

校

劇

集

』
を
も

っ
て
第

一
部
を
完

結
し

た
。

引
き
続

き

第

二
部
と

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

し

て
、
第

二
巻

『
イ
ギ

リ

ス
編

2
』
(
グ

レ
ー
ア
ム

『
ひ
き

が
え
る

　

　
　

ホ

の
冒
険
』
石
井
桃
子
訳
、
他
収
録
)
が
五
六
年

一
二
月

に
刊
行

、
第

八
巻

『
ド
イ

ツ
編

2
』

(
ハ
ウ
ス

マ
ン

『
↑

三

力
を
持

っ
た
少

年
』
角
信
雄
他
訳
、
他
収
録
)
を
五

八
年
五

月

に
刊
行

、
全
巻
を

締

め
く

く

っ
た
。
再

話
、

翻
案
も

の
で
終
始

し
た

叢
書

が
多

い
こ

　
世

界

少
年

文

学

名

作
集

罅

麹

い
第

ん
ぷ
ん
が
ー
　
児

童

文

学

の

叢
書

。
大

正
中

期
、
精

華
書

院
内

に
設

け
ら

れ
た
家

庭

読
物

刊

行
会

よ
り

編
集

・
刊
行

さ
れ

た
世

界
文

学
名

作

の
シ
リ

ー

ズ
。

一
九

一
九

年

(大
8
)
七

月
よ
り

第

一
期

一
二
巻

が
、

二

〇
年

よ

り
第

二
期

一
二
巻

が
刊

行
さ

れ
た
。

原

作

に
忠
実

に
と

い
う

趣

旨

で
翻
訳

さ
れ
、

そ
れ

ぞ
れ

専
門
家

が
担
当

し

て

い
る
。

マ
i

　

　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
ホ
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　ホ

ク

・
ト
ウ

ェ
イ

ン

『ト

ム

・
ソ
ー

ヤ
物

語
』
(佐

々
木
邦
訳
)
や

デ
・

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ボ

ア

ミ
ー
チ

ス

『
ク
オ

レ
』
(前

田
晁
訳
)
な

ど
広

く
知

ら
れ

た
作

品

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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ホ

が

多

い

が

、

ト

マ
ス

・
ヒ

ュ
ー

ズ

『
ト

ム

・
ブ

ラ

ウ

ン

の
学

校

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

生

活

』
(藤

沢

古

雪

訳

)
や

シ

ュ
ト

ル

ム

『
人

形

つ
か

ひ

』
(茅

野
蕭

々
訳

)
の
選

択

に

独

自

性

が

あ

っ
た

。
ま

た

、
後

年

岩

波

文

庫

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　

収

め

ら

れ

て
広

く

読

ま

れ

た

シ

ュ
ピ

ー

リ

の

『
ハ
イ

ヂ

』

(
野
上

弥

生

子
訳

)
も

、

初

訳

は

こ

の
叢

書

に

お

い

て

で
あ

っ
た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(岡

田
純
也

)

　

世

界

神

話

伝

説

大

系

蒜

款

脇

で
ん
　

こ

の

叢

書

は

、

『神

話

伝

説

大

系

』

と

し

て

一
九

二

七

(昭

2
)
～

二

九

年

(昭

4
)
に

か

け

て

近
代

社

か

ら

刊

行

さ

れ

た

。

全

四

一
巻

か

ら

な

り

、

世

界

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　ネ

三

三

地

域

の

神

話

・
伝

説

を

網

羅

し

、

ア

フ
リ

カ

、

日

本

、

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

ン
ド

、

ド

イ

ツ
、

北

欧

、

ア

イ

ル
ラ

ン
ド

神

話

に

は

二

巻

を

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

ギ

リ

シ
ア

・
ロ
ー

マ
神

話

に
は

三
巻
を

配

し

て
い
る
。
編

著
者

　

　
　

ホ

主

幹

の
松
村

武
雄

は
、

こ

の
叢
書

出
版

に
よ

っ
て
、

文
献

に
固

定

し

た
神
話

伝
説

と
、

口
伝

に
よ

っ
て
生

き

て
い
る
神
話

伝
説

と

の
比
較

が

い
か

に
興
味

深
く

面
白

い
も

の
で
あ

る
か
を

読
者

に
知

ら
し

め
、
神

話

は
、

歴
史

的
事
実

と

心
理
的
事

実

の
両
者

を

併

せ
究

め

て
は
じ

め

て
民
衆

の
実

生
活

に
即
し

た
文
化

力
と

し

て
う

か

が

い
知

る

こ
と

が

で
き
る

と
主

張
し
た
。

編
者

に
は

　

　
　

ホ
　　　　　　　　　　　　　ホ

ほ
か

に
中
島

孤
島

、

藤
沢

衛
彦

、
中
村

亮

平
、
井

上
勇
、

昇
曙

夢

、

内

田
保

、

八
住

利
雄

が
名

を
連

ね

て

い
る
。

本
大

系
は

近

代

社

以
後

、
数
度

版

元
を

変
え

て
刊

行
さ

れ
た

が
、
七

九
年
名

著

普

及
会

か
ら

近
代

社
版

を
底

本

に
、

『
世
界
神

話
伝

説
大
系

』

と
し

て
復

刊
さ

れ
た

。　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

(伊
達
安
子
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

世

界
童

話
集

勝

狸

,

叢

書
。
鈴

木
三

重
吉

は
『
湖
水

の
女

』

(
一
九

一
六
)
に
続

き
、

自

身

の
全

集

の
負

債
を

返

す
た

め

一
九

一
七
年

(大
6
)
四
月

よ
り

『
世
界
童

話
集

』
出

版

の
企

画
執
筆

を

　
　

　

　
　

　　　
　　　　
　　　　ホ　　
　　　　
　　　　
　　ホ

は
じ
め

る
。
春

陽
堂

が
高

野

辰
之

、
吉

岡
郷
甫

に
よ

る
西

洋

日

本

の

『
家
庭

お
伽

噺
』

が
好

調
を
続

け

る
時

に
第

一
編

『
黄
金

鳥

』
(
一
七
)
以
下

『
鼠

の
お
馬

』

『
星

の
女
』

『
青

い
鸚
鵡

』

『海

の
お
宮

』

『
湖
水

の
鐘
』

『魔

女

の
踊
』

『
黒

い
沙
漠

』

『銀

の
王

妃

』

『馬

鹿

の
小
猿

』

『
欲

ば
り
猫

』

『
黒

い
小
鳥

』

『七

面
鳥

の

踊

』

『大

法

螺
』

『
一
本

足

の
兵
隊

』

『あ

ひ
る

の
王
さ
ま

』

『金

絲

鳥
物

語
』
『蟹

の
王
子

』
『
せ
ん
た
く

屋

の
驢
馬

』
『小
鳥

と
機

関
車
』

『象

の
鼻

』
(
二
六
)
に
至

る
二

一
編
を

刊
行

。
流

麗
な

子

ど
も
向

き
文

章
表

現

に
よ

る
原
作

の
再

話

は
、

三
重
吉

の
再
創

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

造

作

品
と

み
る

こ
と

が

で
き
る

だ
ろ
う

。

そ

の

の
ち

「
赤

い
鳥

」

に
発

表
し

た
世
界

童

話
作

品
を
合

わ

せ

て
豪

華
本

の

「
世
界
童

話
」
叢
書

第

一
集

『
黒

い
騎

士
』
(二
九
)
を

は
じ

め
と
す

る

『
踊

の
焚

火
』

『
湖
水

の
女

』

『
か

る
た

の
王
さ

ま
』

が
あ

る
。

こ
れ

と
高

野
辰

之

の

『
家
庭

お

伽
噺

』

が
海
外

名
作

の
翻
案

紹
介

の

単
行

本

の
出
現

に
よ

り
深

い
影

響
を

与
え

た
。
　
　

(滑
川
道
夫
)

　

世

界
童

話
大
系

錺

識

、.わ
　

一
九

二
四
年

(大

13
)
か

ら

二
八

年

(
昭
3
)
に
わ
た

っ
て
、

世
界
童

話
大

系
刊

行

会

(発
行
者
　
吉

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

澤
孔
三
郎
)
か
ら
刊

行
さ

れ

た
世
界

各
国

の
伝

承
童

話
、
童

謡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

寓

話
、
童

話
劇

お
よ

び

近
代
古

典
童

話

の
集
大

成

で
、
全

二
三

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ　
　　　　　
　　　　
　　
　

巻

よ
り
な

っ
て

い
る
。
監

修

に
は

松
村

武
雄

、
小

山
内
薫

が
当

た

っ
た
。
第

一
巻

ギ
リ

シ

ャ
・
ロ
ー

マ
、
イ

タ

リ
ー
編

、
第

二

・

三
巻

ド

イ

ツ
、

グ

リ

ム
童

話

、
第

四
巻

北
欧

編
、
第

五

・
六
巻
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ロ
シ
ア
編
、

第

七
巻

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

・
イ

ン
グ
ラ

ン
ド

編
、

第

八
巻

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

編
、

第
九
巻

フ
ラ

ン

ス
・
オ

ラ

ン
ダ

編
、

第

一
〇
巻
イ

ン
ド

編
、

第

一

一
巻

ト

ル

コ

・
ペ

ル
シ

ャ
編
、

第

一
二

・

=
二

・
一
四
巻

ア

ラ
ビ

ア
編
、

第

一
五
巻

中
国

・
台
湾

編
、
第

一
六
巻

日
本

・
朝
鮮

・
ア
イ

ヌ
編
、

第

一
七

・

一
八
巻

世
界
童

謡
集

上

・
下
、

第

一
九

・
二
〇

・
二

一
・
二

二
巻
童

話

劇
編
、

第

二
三
巻

ド
イ

ツ

・
ス
ペ
イ

ン
編
。

訳
者

に
は
、

山
崎

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

光
子
、

日
夏

耿
之

介
、

及
川

恒
忠

、
西

岡
英
夫

、

竹
友

藻

風
、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

金

田
鬼

一
、

中
村

白
葉

、
佐

々
木

孝
丸

、
米

川
正

夫
、

西
条

八

十
、
茅

野
蕭

々
な

ど
当

時

の
第

一
人
者

を

そ
ろ
え

、

A
5
判

特

製
堅
牢

本

で

一
冊

平
均

七

〇
〇

ペ
ー

ジ
に
及

び
、

そ

の
系
統

的

な
編
集

は
当

時

の
画
期

的
な

出
版

と
評

さ
れ

た
。

そ

の
後
、

構

成
と
判

型
を

変
え

た

そ

の
普

及
版

が
近
代

社

か
ら

『世

界
童

話

全
集
』
と

し

て
刊
行

さ
れ

た

が
、

三

一
年

誠
文
堂

(編
集
者
、
松

元
竹

二
)
か

ら

『世

界
童

話
大

系
普
及

版

』
と

し

て
構
成

を
変

え

て
出

版
さ

れ

て

い
る
。
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

(伊
達
安
子
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

　
世

界
童

話
文

学
全

集

誌

雀

鶉

ぷ
ん
が
　

全

一
八
巻

、
講

談

社

　
　

　
　

　
ホ

刊
。

世
界

の
昔

話
か
ら

古
典

名
作

ま

で
さ
ま

ざ
ま

な
作

品
を

巻

ご
と

に
国
別

、
作

品
別

な

ど
、
織

り
交

ぜ

て
構
成

。
編

集
委

員

　
　

　
　

　
　

　
ホ

は
、
安

藤

一
郎
、

大
畑

末
吉

ら
七

名
。

は
じ

め

に

『イ

ソ

ッ
プ

童

話
集

』

が
本
全
集

の
第

二
巻
と

し

て

一
九

五
九

年

(昭
34
)
九

月

に
刊
行

さ
れ
、
全

巻

が
完
結

し
た

の
は

六

一
年

(
昭
36
)
。
本

全

集

の
先
輩
格

、
講

談
社

創
業

五
〇

周
年

記
念

出
版

『少

年
少

女

世
界
文

学

全
集

』
全

五

〇
巻

(
一
九
五
八
)
と

は
編

集

も
訳

者

も

異

に
し

、
独
自

の
カ
ラ

ー
を
打

ち
出

し

て

い
る
。

児
童

文
学

の

名

作

の
ほ
か

に
、
短

編
を

き
め

細

か
く
多

数
収

録
し

て
あ

る

の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ホ

が
特
徴
。

第
五

巻

『
イ
ギ

リ

ス
童
話
集

』

収
録

の
ネ
ズ

ビ

ッ
ト

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

『
か

が
み

の
中

の
子
』
、

デ

・
ラ

・
メ
ア

『
野
う

さ
ぎ
と

は
り

ね

　

　
　

ホ

ず

み
』
、

ア
ト

ウ

ォ
ー
タ

ー

『ポ

ッ
パ
ー
さ

ん

の

ペ
ン
ギ

ン
』
な

ど
、
本

邦
初

訳

の
作
品

が
多

い
。
原

則
と

し

て
完
訳

だ
が
、
『
ニ

ル
ス
の
ふ
し
ぎ

な
た

び
』

な
ど

、
長

編
は

抄
訳

で
あ

る
。
第

八

回
産
経

児
童
出

版
文

化
賞

大
賞

を
受
賞

し

た
。　

　

(宍
戸

寛
)

　

世

界

の
子

供

錺

い
の
　

創

刊

は

一
九

四

八

年

(昭

23
)
三

月

号

。
吉
村

忠
夫

編

で
世

界
文

学

社

(京
都
市
)
発

行
、

A

6
判

縦

型

、
三

〇
円
、

四
九

年

八
月
ま

で

一
五
冊
を

刊
行

。
新
時

代

の

世

界
的

視
野
と

広
く

豊

か
な
教

養
を

提
供

し
た

総
合
雑

誌
。

翻

訳

を
中

心
に
、

各
地

、
各

分
野

の
記
事

を

掲
載
。

記
事

は
多
く

ク
リ

ス
チ

ャ
ン

・
サ
イ

エ
ン
ス

・
モ

ニ
タ

ー
よ

り
採
用
。

執
筆

者

に
大

山
定

一
、
伊

吹
武
彦

、

菅
泰

男
を

は
じ

め
京
都
大

学

の

学

者
や
各

界

で
活
躍
中

の
文

化

人

が
起

用

さ
れ

た
。
表

紙
は

小

磯

良
平
他

の
描

く
世

界

の
子
ど

も
像

で
あ

っ
た
。

(斎
藤
寿
始
子
)

　

世
界
名
作

家
庭

文
庫

答

黝

惣

く
　

叢

書
。

一
九

四
〇
年

(昭

15
)
秋

か
ら

翌
年

に
わ

た

っ
て
主

婦

の
友

社

か

ら
全

一
七

巻

が

刊

行

さ

れ

た

家

庭

向

き

の
小

説

叢

書

(
一
冊

一
円
～

一
円

五
〇

銭
)
。

軍
国
主
義

へ
の
傾

斜

の
時

代

を
反
映

し

て

「
フ

ァ
シ

ス
タ

党

少
年
読

物

コ
ン
ク

ー

ル
受

賞
作

品
」

と
銘

打

っ
て
イ

タ
リ

ア

　

ネ
の

フ
ァ

ン
チ

ュ
ッ
リ

『
国
旗

掲
揚

式
』
(柏
熊
達

生
訳
)
が
入

っ
て

い
る

が

全
体

と

し

て
文

学

性

の
高

い
作

品

が
選

択

さ

れ

て

い
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る
。

ザ

ル
テ

ン

『
バ
ン
ビ

の
歌

』
(菊
池
重
三
郎
訳
)
や

モ
ル
ナ

ー

ル

『
パ
ウ

ル
街

の
少

年
団

』
(松
室
重
行
訳
)
、

な
ど

は
、

日
本

へ

の
初
訳

で
あ

る

か
も

し
れ
な

い
。
　
　

　

　

　

　

　

(塚
原
亮

一
)

　
世

界
名

作
全

集

器

い
軆

さ
く
　
古
今

東

西

の
少

年

少

女

向

け

名
作

を

翻
案

、
再

話

(ま
た
は
抄
訳
)
し

た

全

一
八

〇
冊

で

構
成

す

る
叢
書
。
講
談

社
刊

。
B

6
判
。

一
九
五

〇
年

(昭
25
)
六
月

に

『あ

あ
無
情

』

『
宝
島

』

『巌

窟
王

』

『乞

食

王
子
』

(
一
～
四
巻
)

を
皮

切
り

に
刊

行
さ

れ
、

六

一
年

『
か
も

め

岩

の
冒
険

』
を
も

っ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

て

終
刊

し
た
。
編
集

者

は
不
明
。
再

話

に
は
、
池

田
宣

政

(南
洋

　
　

　

ホ　　
　　　　
　　　　　
　　　　ホ　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　ホ

一
郎
)
、
江

戸

川
乱
歩

、
佐

々
木

邦
、
米

川
正
夫

、
阿
部

知

二
な

ど
、

著
名

な
小

説
家

、
翻

訳
家
を

は

じ
め

若
手

の
文
学

者
ま

で

さ

ま
ざ
ま

な

分
野

の
人

々
が
当

た

っ
た
。

長
編

の
原
作

も
三

〇

〇

ぺ
ー

ジ
前
後

に
縮

約

さ
れ

て
お
り

、
時

を
同

じ
く

し

て
刊

行

　
　

　
　

ホ

さ

れ
た

『
岩
波

少
年

文
庫

』

(定
訳

・
完
訳
を

主
眼
)
と

は
好

対
照

　
　

　
　

　

ホ

を

成
し

た
。
梁

川

剛

一
の
装

丁
で
親

し
ま

れ

た
本
全
集

は

ベ
ス

ト

セ

ラ
ー
と

な
り

、
読
売

新
聞

社
主

催

の
五

〇
年
度

良
書

ベ
ス

ト

テ

ン
決

定
大

衆

投
票

児
童
書

の
部

で

『
あ
あ
無

情

』
が
第

二
位

に
ラ

ン
ク
さ

れ

る
な

ど
広
く
愛

読
さ

れ

た
。

六
五

～
六

七
年

に

か
け

て
第

二
期
と

し

て
同
じ
作

品

が
別

の
筆
者

の
再

話

に
よ
り

(
一
部
同
じ
著
者
)
全
五

〇
巻

が
刊
行

さ
れ

て

い
る
。
　
(宍
戸

寛
)

　

世

界
歴

史

譚

錺

か
れ
き
　

明
治

期

の
少

年

向
き

外

国

人
伝

記

叢

書

。

一
八

九
九

年

(
明
32
)
一
月

か
ら

一
九

〇

二
年

(
明
35
)
三

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

月
ま

で
全

三
六
冊

、
博

文

館
刊
。

A

4
判

一
一
〇

な

い
し

一
九

〇

ペ
ー

ジ
、
挿
絵

各

一
〇
枚

前
後

を
博

文
館

系

の
画
家

一
六
名

が
分

担
。
被
伝

者

三
六

名
、

ビ

ス

マ
ル
ク
な

ど

の
軍
人

武
将

や

国
王

が
最
も

多
く

、
グ

ラ

ッ
ド

ス
ト

ー

ン
な

ど

の
政
治

家

が
こ

れ

に

つ
ぎ
、

マ
ホ

メ

ッ
ト
な

ど

の
宗
教

家
、

孔

子
な

ど

の
思

想

家
、

シ

ェ
ー
ク

ス
ピ

ア
な

ど

の
文

学
者

、

ク

ッ
ク
な

ど

の
探
検

家
、

ニ

ュ
ー
ト

ン
な

ど

の
科

学
者

で
、

女

性
は

ジ

ャ
ン
ヌ

・
ダ

ル
ク

の
み
。

い
ず

れ
も

英
雄

譚

の
傾
向

が
強
く

、
欧
米

人

が
大

半
を

占
め
、

中
国

系

が
七
名

、

ほ
か

が
四

名

で
あ

っ
た
。
著

者

は

全
員
東
京

大
学

文
科

ま

た
は

法
科

卒
、

「
帝

国
文
学

」
会
員

が

半

数
を
超

え

て

い
た
。

第

一
巻
高

山
樗

牛

『釈

迦
』

が
最

も
好

評

で
、
大

正
期

ま

で
各
冊

版
を

重
ね

た
。

歴
史

の
見

方

に
優

れ

る
幸

田
成

友

『
歴
山

大
王

』
、
桐

生
悠

々

『
コ

ロ
ン
ブ

ス
』
、
人

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

間

味
あ

ふ
れ

る
松
岡

国
男

(柳

田
国
男
)
『
ク

ロ
ム
ウ

エ
ル
』
、
酒

井

小
太
郎

『ガ

ー

ブ
イ

ー

ル
ド

』
、
物

語

性

に
富

む
上

田
敏

『イ

エ
ス
』
、

中
内

蝶
二

『
ジ
ャ

ン
ヌ

・
ダ
ー

ク
』

が

よ

い
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(勝
尾
金
弥
)

　

瀬

川

昌

男

蒜

耡
　

一
九
三

一
～
　

(昭

6
～
　
)

作

家

、
解

説
家
。

東
京

に
生
ま

れ

、

一
九
五

四
年

東
京

教
育

大
学

心
理
学

科

を
卒

業
後

、
科
学

解
説

と
少

年
向

き

S
F

小
説

に
手
を

染
め

、

長
編

『火
星

に
咲

く
花

』
(
一
九
五
六
)
で
我

が
国

の
児
童

S

F
界

を
リ

ー
ド

し
た
。
代

表

作

『白
鳥

座

61
番

星
』
(六
〇
)
を

は

じ
め

と
す

る
宇
宙

S

F
諸
作

は
科

学
面

の
正

確

さ

に
お

い
て
他

の
追

随
を

許
さ
な

い
。
解

説
書

に
『
天
体

観
望

の
科

学

』
(七

一
)
、
『
魔

神

か
ら

マ
シ

ン

へ
』

(八
五
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

(柴
野
拓
美
)

　

瀬

川

康

男

黥

耡
　

一
九

三

二
～
　

(昭

7
～
　
)

画

家

、
出

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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版
美

術
家

。
愛

知
県

岡
崎
市

に
生

ま
れ

る
。

少
年

時
代

よ

り
絵

を

描
く

こ
と

が
好
き

で
、

=

二
歳

の
時

に
近

所

の
日
本

画
家

に

一
年
間
、

絵

の
手

ほ
ど
き
を

受

け
る
。

一
九

五

〇
年

ご
ろ
上

京

し

、
東
京

芸
術

大
学

の
受
験

に
失

敗
。

以
後

、
独

学

で
絵
を

描

き
続

け

る
。
肺

結
核

で
約

四
年
間

の
闘
病

の

の
ち

、
当

時
創

刊

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

問

も
な

か

っ
た
福
音

館
書
店

の
月

刊
絵
本

「
こ

ど
も

の
と
も

」

　
　

　
　
　
　

の
編
集
長

、
松
居
直

に
見

い
だ
さ
れ

、
六

〇
年
、
『
き

つ
ね

の
よ

め

い
り
』

の
絵

を
担

当
、

こ
れ

が
絵
本

の
処

女
作

で
あ

る
。

六

三
年

絵
本

『
ふ
し

ぎ
な

た
け

の
こ
』
(松
野
正
子
作
)
を
発

表
、

こ

の
仕
事

に
よ

っ
て
六

七
年
、

第

一
回

B
I

B
世
界

絵
本

原
画

展

で
の
グ

ラ

ン
プ

リ
を

受
賞

し
た
。

以
後
、

海

外

で

の
高

い
評

価

を
受

け
続

け

る
。
代

表
作

と
し

て
は

『
や
ま

ん
ば

の
に
し
き

』

(
一
九
六
七
)
、
『
ぼ
う

さ
ま

の
木
』
(七

一
)
、
『
お
お
さ

む

ご
さ

む
』

(七
二
)
、

『鬼

』
(
七
二
)
、

『
こ
と

ば
あ

そ
び
う

た
』
(七
三
)
、

『
西

遊

記
』
上

・下
巻

(
七
五
、
七
六
)
、
な

ど

が
あ

り
、
歌

留

多
作

品

に

『
犬
棒

か

る
た
』

(七
五
)
が
あ
る
。
　

　

　

　

　

(小
西
正
保
)

　
関

ロ
安

義

饕

携

　

一
九

三

五
～
　

(昭

10
～

)

近

代

文

学

・
児
童

文
学

研
究
家

。
埼

玉
県
越

谷
市

に
生
ま

れ
、

早
稲

田

大
学

大
学

院

文
学

研

究
科

(博
士
課
程
)
修

了

。
都

留
文

科

大

学

　
　

　

ホ　　　
　　　　
　　　　
　　　　ホ
　　　　
　　　　　
　　　　
　　ホ

教
授

。
芥

川
龍

之
介

、
豊
島

与
志

雄
、
宇

野
浩

二
、
松
岡

譲

ら

の
作

家

・
作
品

研
究

と
児
童

文
学

の
研
究

に
は
定

評

が
あ

り

、

『豊

島
与

志
雄

研
究

』

(
一
九
七
九
)
の
ほ
か
、

『
日
本

児
童

文
学

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

大
系

27

〈
佐
藤

義
美

〉
』
(
七
八
)
の
編
集
解

説

、
お

よ

び

「
赤

い

　
　

　

鳥
」

「
童

話
」

に
関
す

る
論

が
あ

る
。

『文

学
教

育

の
課
題

と

創

造
』
(八
〇
)
、
『国

語
教

育

と
読
者

論

』
(
八
六
)
の
著
書

も
あ

る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(菅
野
圭
昭
)

　

関

　

敬
吾

隊

ご
　

一
八
九
九
～
　

(明
32
～
　
)　

民

俗
学

者
。

長
崎

生
ま
れ

。
東

洋
大
学

で
ド
イ

ツ
文

学
を

専
攻

。
東

京
学

芸

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

大

学
教

授
。

一
九

二
入

年

ご
ろ
、

柳

田
国

男
を

知
り
、

榊
木

敏

の
ペ

ン
ネ

ー
ム

で
、
故

郷
島

原

の
伝
説

な

ど
を
発

表
。

三

五
年

『
島
原

半
島

民
話
集

』

を
本

名

で
公
刊

。

三
六
年

『昔

話
採

集

手
帖
』

を
柳

田
と

共
編

で
公

刊
し

、

日
本

に
お

け
る
昔

話
研

究

　

　
　
　

　
　

　
　

　

の
道
を

拓
く
。

以
後

昔

話
お

よ

び
民
俗

学

の
研
究

を
発

表
。

ド

イ

ツ
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
そ

の
分
野

の
紹

介

に
努

め
る
。

五

〇
年

『
日
本

昔
話
集

成
』

第

一
部
動

物

昔
話

を
公

刊
。

五
八

年
、

全

六
巻
を

完
成
。

柳

田

の

「
完

形

・
派
生

」

二
分
類

論

に
対
し

、

「
動
物

・
本

格

・
笑

話
」

の
三
分

類
論

を
提

示
。

世
界

の
研

究

の
流
れ

を
受
容

。
本
書

は

そ

の
後
、
増

補

さ
れ
、
『
日
本
昔

話

大

成

』
全

一
二
巻

と
な

っ
た

が
、
分
類

お

よ

び
話
型

番
号

は
保

持

さ
れ
、

今

日

の
日
本

昔

話
研
究

の
基

礎

と
さ

れ

て

い
る
。

七

七

年

『
日
本

の
昔

話
ー

比
較
研
究
序
説
』
に
よ
り

柳
田
賞

受
賞

。

そ

の
ほ

か
、
日
本

昔
話

の
系
統

に

つ

い
て
多

く

の
業
績

を
あ

げ

る
。

数

度

の
病

を
克

服

し
て
研

究
を

続

け

て

い
る
。

日
本

口
承

文

芸

学

会
初
代

会
長

。　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(小
澤
俊
夫
)

　

関

根

栄

一

鐸

哺
ち
　

一
九
二
六
～
　

(大
15
～
　
)

詩

人
。
埼

玉

県
川

越
市

に
生
ま

れ
、

私
鉄

労

組
役
員

な

ど
を
経

て
文

筆

生

活

。

一
九
七

一
年

N
H

K
放
送

に
『
お

つ
か

い
あ
り

さ
ん
』

『
こ

お
ろ
ぎ
』

な

ど
を
発

表

し
て
以

来
、

研

ぎ
澄

ま
さ

れ
た
感

性

と

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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知

性

に
よ
り

、
戦
後

童

謡

の
代

表
的

な
秀

作

を
数
多
く

つ
く

る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

そ

の
間

詩
人

グ

ル
ー
プ

「
6

の
会

」
を

結
成

、
童

謡
運
動

に
も

精

力
的

に
活

躍
。

童

謡
詩
集

に

『
お

つ
か

い
あ

り
さ

ん
』
(
一
九

七
五
　
日
本
童
謡
賞

・
赤

い
鳥
文
学
賞
特

別
賞
)、

『
に
じ

と

あ

っ

ち

ゃ
ん
』

(八
六
)
。

合

唱
曲
、

歌
曲

、
絵

本
も
多

い
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(鶴
見
正
夫
)

　

関
根

　

弘

麗
麓

　

一
九

二
〇
～
　

(大

9
～
　

)　

詩

人

、

評

論

家
。

東
京

浅
草

生

ま
れ
。

第

二
寺
島

小
学

校
卒
。

詩
集

『絵

の
宿
題

』

(
一
九
五
三
)
、

『
阿
部

定
』

(七

一
)
、
詩
論

集

『
狼

が

き

た

』
(五
五
)
、

ル
ポ

ル
タ

ー
ジ

ュ

『鉄

ー

オ
モ
チ

ャ
の
世
界
』

(五
五
)
、

『わ

が
新

宿
』

(六
九
)
な

ど
。
自

伝

に

『針

の
穴

と

ラ

ク
ダ

の
夢
』
(
七
八
)
。

な

お

『関

根
弘

お
伽

噺
集
』
(七
四
)
は
大

人

の
寓

話
集

。
文

業

は
小
学

四
年

時

に
父

の
友
人
大

河
原

浩

の

　

　
　
　
ホ　　　　　　　　　　　　　　　　

勧

め

で

「
少

年
世

界
」

「
少
年

戦
旗

」
に
綴
方

、
詩
を

投
稿

し

て

掲
載

さ
れ

た

こ
と

に
さ
か

の
ぼ

る
。

児
童
文

学

の
直

接

の
成

果

は
、

戦
後

の
著
書

に
分
載

さ
れ

た
童

謡

・
メ

ル

ヘ
ン

・
エ

ッ
セ

イ

の
数
編

で
あ

る
。
作

風

は
即
物

性

と
庶

民
感
覚

に
加
え

て
、

小
学
校

卒
業

以
来

の
肉
体
労

働

生
活

に
鍛

え
ら
れ

た
抵
抗

精

神

が
も

ち
ま

え

で
、

一
九
六

〇
年
代

の
安

保
学

生
闘
争

へ
の
共
感

か
ら
代

表
童

謡

『死

ん
だ

ネ
ズ

ミ
』

の
美
感

に
至

る
ま

で
通
底

す

る

。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(宮
崎
芳
彦
)

　

関

野

嘉

雄

器

肋
　

一
九

〇

二
～
六

二
(明

35
～
昭
37
)

視

聴

覚
教
育

研

究
家

、
児

童
文

化
研
究

家
。

京
都

市
生

ま
れ
。

一
九

二
七

年
東
京

帝

国
大
学

文
学

部
美

学
科

卒
業

。

一
五
年
間

、

東

京
市
教

育

局
社
会

教
育

課

に
勤
務

、
「
児
童
映

画

日
」
の
運
営

や
、

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

講
堂
映

画
会

の
推

進

な
ど

に
当

た
る
。

の
ち
、

日
本
少

国

民
文

化
協
会

、

日
本
映

画

社
、
大

日
本

映
画

教
育

協

会
を
経

て
、

第

二
次
大

戦
後

は

「
青

少
年

文
化
懇

話
会

」

に
拠

っ
て
、

児
童

読

み
物

の
研

究

に
も

取

り
組

む
。
映

画
教

育

、

視
聴
覚
教

育

理
論

の
研

究
家

、
指
導

者

と
し

て

の
業

績

が
大

き

い
。
『講
堂

映

画
会

方
法

論
』

(
一
九
三
七
)
、

『
映
画

教
育

の
理
論

』

(四
二
)
な

ど

の

著
書

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(冨
田
博
之
)

　
関

　

英
雄

讐

お
　

一
九

一
二
～
　

(明

45
～
　

)　

児

童

文

学

作
家

、
評

論
家
。

名

古
屋

市

に
生
ま

れ
た

が
、

父

の
転

職

で
茨

城

県
潮
来

や
石

川
県

尾
小

屋
鉱

山
な

ど
各

地
を

転

々
と
し

た
幼

年
時

代
を

過

ご
す
。

処
女

出
版

『北

国

の
犬

』
(
一
九
四
二
)
に
収

録

さ
れ

て

い
る
作

品

に

は
、
当
時

の
思

い
出

が
描
か

れ
て

い
る
。

一
九
二
〇

年

の
父

の
入
院

に
伴

い
東

京

へ
移

り
、
入

歳

で
父
を

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ホ

失
う

。

そ

の
た

め
生

活

は
貧

し
か

っ
た

が
、

「
幼
年

世
界
」
を
愛

読

し
同
誌

に
投

稿

し
た
作

文

が
入
選

す

る
な

ど
、
彼

の
文

学
的

資
質

は
豊

か

に
育

っ
て

い

っ
た
。
小

学
卒

業
後

は
内

閣
賞

勲
局

や
簡

易
保

険
局

に
勤

め
な

が
ら

甲
種

夜
間

学
校

私
立

立
正

商
業

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

学
校

に
通
う
。

二
五

年

一
月
雑

誌

「童

話
」
に
投
稿

し

た

『
猫
』

が
子
ど
も

の
部

一
席

に
入
選

し
た
。

そ

の

こ
ろ
か
ら

児
童

文
学

作
家

を

強
く
志

す
よ

う

に
な

り
、
以

後
意

欲
的

に
投

稿
し

、
「童

話

」
廃
刊

ま

で
七

回
入

選
。

そ

の
後

投
稿

仲

間

の
千

代

田
愛

三

　
　
　

　
　

　

し
　
だ

ら

と
同
人

誌

「
羊

歯
」
を
創

刊

(
二
八
)
。

ま

た

「
童
話

」
の
編
集

　
　
　

　

ネ　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　
ホ

者

だ

っ
た
千
葉

省

三
、
酒

井
朝

彦
ら

の
同

人

誌

「童

話
文

学
」
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に

『
縁
側

も

の
が
た
り

』
(
二
九
・
二
)
が
掲

載
さ

れ

る
。

夜

間
学

校
卒

業
後

、

読
売
新

聞
社

、
都

新
聞

社
な

ど

に
勤
務
。

四

一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

帝
国

教
育

出

版
部

に
入
社

し

て
月
刊
絵

雑

誌

「
コ
ド

モ
ノ
ヒ

カ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

リ
」

の
編

集

に
当

た
る
。

こ

の
年

か
ら
絵

雑
誌

「
コ
ド

モ
ノ

ク

ニ
」

の
常

連

寄
稿
家

と
な

る
。

四

一
年
、

新

児
童
文

化
第

二
集

に
発

表

し
た

『北

国

の
犬
』
を
標
題

と

し

て
四

二
年
短

編
集

『
北

国

の
犬
』

を

出
版
。

四

三
年
幼

年
童

話
集

『
つ
ば

め

の
や
く

そ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

く

』
出

版
。

四
五

年
七

月
か
ら

日
本

少
国

民
文

化
協

会
事

務
局

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

勤
務

。

終
戦

を

迎
え
、

翌
四

六
年

か
ら

「
子
供

の
広

場
」

の
編

　
　
　

　
　

　
　

ホ

集

に
従
事

。

同
年

児
童
文

学
者

協
会

設
立

に
参

画
、

事
務

局

長

と

な
り

、
六

五
年

以
降

理
事

長
を
務

め

る
。

戦
後

は

『銅

像

に

な

っ
た

犬
』

(四
六
)
、

『
三
本

の

ロ
ー

ソ
ク
』

(四
八
)
な

ど

テ
ー

マ
性

の
あ

る
短
編

や

『名

た
ん

て

い
カ

ッ
コ
ち

ゃ
ん

』
(五
八
)
、

『
キ

ツ
ネ

が
走

る
ブ

タ
が
と

ぶ
』

(七
六
)
な

ど
興

味
性

の
あ

る

中

編
を

試

み
た

が
、

七

一
年

に
発

表
し

た
長

編

『
小
さ

い
心

の

旅

』

で
は
再

び

少
年
期

の
体

験
を

回
顧

的

に
描
き

、
処
女

童

話

集

『北

国

の
犬

』

の
自

伝
的
作

品

の
系

譜
を

さ
ら

に
深

化
さ

せ

て

い
る
。

関
文
学

の
本

領

は
や

は
り
自

伝
的

作

品

の
系

譜

に
あ

る
と

い
え

る
。

一
方
、

評
論

活
動

も
活

発

で
、

『
児
童
文

学
論

』

(五
五
)
、
『新

編

児
童
文

学
論

』
(六
八
)
、
『
体

験
的

児
童
文

学
論

』

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

L

・
下

(
七

一
)
の
ほ

か
、

「
日
本
児

童
文

学
」

に

掲
載

し
た
評

論

な
ど
多

数
。

[小

さ

い
心

の
旅
]
蔀

礎
碇

　

　一
九

七

一
年
。
長

編
少

年
小

説
。

第

一
次

世

界
大

戦
直
後

に
父

を
失

い
、

震
災

の
あ

と

母
と
も

別

れ

て
他
家

で
暮

ら
す

よ
う

に
な

っ
た

少
年

が
、
奉

公
先

や
勤

め

先
を

何
度

も
変

え
な

が
ら

自
分

ら
し

い
生
き

方
を

求

め
続

け
、

つ
い
に
夜

間
中
学

に
入
学

す

る
。

自

己

の
八
歳

か
ら

一
五
歳

ま

で
の
心

の
軌
跡

を

回
顧
的

に
描

い
た

自
伝
的

小
説

。

五
六
年

同

人
誌

「
旗

」

に
発
表

し
た

も

の
を
大

幅

に
書

き
直

し
、

七

一
年

単
行

本
と

し

て
刊
行

。
大

正
期

の
苦
学

少
年

の
生

活

と
心

理
を

典
型

的

に
描

い
た
点

が
評

価
さ

れ
、

サ

ン
ケ
イ
児

童
出

版
文

化

賞
、

日
本

児
童

文
学

者
協

会
賞

、
赤

い
鳥

文
学
賞

を
受

賞
。

【参
考
文
献
】
菅
忠
道

『日
本
の
児
童
文
学
』
(
一
九
五
六
　
大
月
書
店
)、

西
田
良
子

「関
英
雄
解
説
」
(
一
九
七
入

『日
本
児
童
文
学
大
系
30
』
ほ
る
ぷ

出
版
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(西
田
良
子
)

　
関

屋

五

十

二

曜
齢

　

一
九
〇

二
～
八

四
(
明
35
～
昭

59
)
　

口

演
童

話
家

。
栃

木

県
足

利
郡
御

厨

町
に
生

ま
れ

る
。

明
治
中

学

か
ら
青

山
学
院

高
等

部

に
進

む
。
青

山
学

院
在
学

中

よ
り

日
曜

学
校

や

子
ど
も

会

で

の
話

に
情

熱
を

傾

け
る
。

一
九

二
五

年

N

H
K

に
入
局

、
子

ど
も
向

け
番

組

の
制
作

責
任
者

と

な
る
。

三

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

ニ
年
よ

り

ラ
ジ
オ

番
組

「
子
供

の
新

聞
」

を
村
岡

花

子
と
隔

週

ご
と

に
担
当

、

「
関
谷

の
お
じ

さ
ん
」
と

し
て
親

し
ま

れ
終

戦
ま

で
続
け

る
。
童

話
集

『笛

吹
橋

』
、
童

話
劇
集

『
魔
法

の
鏡

』
が

あ

る
。
初

期

の
放

送
児
童

文
化

推
進

者
と

し
て
知

ら
れ

て

い
る
。

　
　

　
　
　

　
　

ホ

夫

人
は

童
画

家

の
川
島

は
る

よ
。　

　

　

　

　

　

　

(川
上
春
男
)

　

セ
ギ

ュ
ー

ル
夫

人

碑

什

ル
　
ω
8

三
Φ
　
閃
o
ω
8
0
0
三
昌
ρ

O
O
ヨ
什①
ω
ω
Φ
α
Φ
Qり
伽
讐

『
　

一
七
九
九

～

一
八
七
四
　

フ
ラ

ン

ス
の

児
童
文
学

作

家
。

帝
政

ロ
シ
ア

の
貴

族

ロ
ス
ト

プ
チ

ン
を

父

と

Ⓒ1988　日本児童文学学会



セ タ テ イ シ

し

て

ペ
テ

ル
プ

ル
グ

(現
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
)
に
生
ま

れ
る
。

一
八

一
六
年
父

に
従

い
パ
リ

に
亡
命
、

セ
ギ

ュ
ー

ル
伯

爵
と

結
婚
、

八
人

の
子
を
育

て
多

く

の
孫

に
恵
ま

れ
る
。

い

つ
も

お
話
を

語

り
聞

か

せ

て

い
た
孫

娘

が

ロ
ン
ド

ン
に
転

居
し

た

の
が
き

っ
か

け

で
筆

を
執

り
、
五

六
歳

で
第

一
作

『
新

仙
女
物

語
』

(
一
八
五

六
)
を
書

く

。
以
後

一
人

一
人

の
孫
あ

て

の
献
辞

の

つ
い
た
作

品

が
十
数

年

の
間

に
二
〇
巻

と
な

る
。

い
ず

れ
も

ア

シ

ェ
ッ
ト
社

か
ら
出

版
さ

れ
、

そ

の
人
気

が

『
バ
ラ
色

文
庫

』

の
誕
生

に
結

び

つ
い
た
。

鋭

い
観
察

力

で
日
常

生
活
を

視
覚

的

に
捉
え

て
み

せ
る

セ
ギ

ュ
ー

ル
夫

人

の
作

品
は
圧

倒

的

に
子
ど
も

た
ち

の
支

持

を

得
た
。

は

じ
め

て
子
ど

も

の
た
め

に
だ

け
書
く

作
家

が
出

現
し

た

の
だ

っ
た
。
二
人

の
孫

娘
を

モ
デ

ル
に
し
た

『
ち

っ
ち

ゃ

な
淑

女
た

ち
』
(五
七
)
、
作

者

の
少
女
時

代

の
反
映

で
あ

る

『
ソ

フ
ィ

の
し

く
じ

り
』
(五
九
)
、
動

物
擬

人
化

の
伝
統

に
よ
る

『学

問

の
あ

る

ロ
バ

の
話

』
な

ど
は
、

作
中

の
貴

族
社

会

の
子
ど
も

の
日
常

が
古
風

な
も

の
と

な

っ
た
今

で
も
、

歯

切
れ

の
よ

い
会

話

と
快
適

な

リ
ズ

ム
、
巧

み

に
仕
組
ま

れ

た
サ

ス

ペ

ン
ス
の
魅

力

で
読
者

を

と
り

こ
に
し

て

い
る
。
ま

た

、
少
年

労
働

者
を

は

じ

め

多

様

な

社

会

階

層

を

リ

ア

ル

に

描

い
た

潯

§

　
Q
ミ

鼕

Q

ミ

瀞
黛
§

心
ミ

篭
、
ぶ

つ
ぶ

つ
ジ

ャ
ン

と

に

こ

に

こ

ジ

ャ

ン
』
(六
五
)
や

『卜
魯

凄

丶
ミ
§
鳴
§

ε

魯
ミ

ガ

ス
パ
ー

ル

の
出

世
物

語
』
(六
六
)
な
ど

の
後

期

の
作

品
群

は
、

〈
人
間

喜

劇

〉

の
ミ

ニ
チ

ュ
ア
版

と
も

評
さ

れ
て

お
り
、

第

二
帝
政

期

に

お
け

る
社
会

生
活

に
関

し

て
の
証
言

と

し

て
も

評
価

さ
れ

て

い

る
。　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

(新
倉
朗
子
)

　
　
　

　
　

　
　

ホ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
ネ

　
世
間

話

鸚

い
　

口
承

文
芸

の

一
種

の
称

呼
。
昔

話

の
よ
う

に

語
り

口
や

形
式

に
こ
だ

わ
ら

ず
自

由

に
話

さ
れ

る
。

世
間

話
は

大
き

く
分

け
る
と

、
村

内

の
話

と
村
外

の
話
と

の
二

つ
の
分
野

に
分
け

る
こ
と

が
で
き

る
。

大
力

女

の
話

、
狐

や
狸

に
化

か
さ

れ

た
話
な

ど
は
前

者

に
属

し
、
実

話

や
体

験
談

と
し

て
話

さ
れ

る
。

後
者

に
属
す

る

話
は

旅
芸

人
、

山
伏

、

巫
女
、

旅
職

人
、

行
商

人
な

ど
村
外

か

ら
訪

れ

る
人

々
や
村

か

ら
外

に
出

て
世
間

を

渡
り
歩

い
て
帰

っ
て
く

る
人

々
に
よ

っ
て
話

が
も

た
ら

さ
れ

た
。　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

(吉
沢
和
夫
)

　

瀬

田

貞

二

離

じ
　

一
九

一
六
～
七
九

(大

5
～
昭

54
)

児

童

文

学

の
創
作
、

翻
訳

、
評

論
家

、

児
童

文
化

の
研

究
者
。

東
京

本

郷

に
生
ま

れ
、
東

京
大

学

国
文

科
卒

業
。

在
学

中

に
中

村
草

田
男
を

知
り

、
戦
後

草

田
男

の
主

宰
す

る
俳

誌

「
萬
緑

」

の
編

集

、

公
立
夜

間
中
学

の
教

師

の
か
た
わ

ら
余

寧

金
之
助

の
筆

名

で
句
作

や
児

童
文
学

の
創
作

に
筆

を
染

め

る
。

一
九

四
九
年

平

凡
社

入
社
、

『
児
童

百
科

事
典

』
全

二

四
巻

の
編
集

長

と
し

て
児

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

童
文

化

に
対
す

る
自
ら

の
理
想
を

そ

の
編
集

に
託
す
。

石
井

桃

　
　
　

ホ

子

ら
と

ス
ミ

ス
の

『児

童
文

学
論

』

を
訳

出
、

し

だ

い
に
独
自

の
児
童
文
学

観
を

確

立
、

そ

の
集

成

は

『
幼

い
子

の
文
学

』
(
一

九
八
〇
)
、

『絵

本
論

』
(
八
五
)
と
し

て
歿
後

に
出
版

さ
れ

た
。

日

本

の
子

ど
も

の
本

の
流

れ

を
幅

広

い
視

野

で
は
じ

め

て
系

統
的

に
説
き

明
か
し

た
大

著

『落

穂

ひ
ろ

い
』
(八
二
)
で
毎

日
出

版
文

化

賞
特

別
賞
を

受
賞

、
児
童

文

化
史

に
大

き
な

足

跡
を
残

し
た
。
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セ ツ キ ヨ ウ フ

　

　
　

　
　

ホ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

ま

た

C
.
S

.
ル
ィ

ス

『ナ

ル

ニ
ア
国
物

語
』
、

ト

ー

ル
キ

ン

『
ホ

ビ

ッ
ト

の
冒
険

』

『指

輪
物

語
』
や

数
多

く

の
絵
本

の
風
格
あ

る

訳

文

で
翻
訳
家

と
し

て
も
知

ら
れ

る
。

創
作

『
お
と
う

さ

ん

の

ラ

ッ
パ
ぱ
な

し
』

(七
七
)
、

『
き

ょ
う

は
な

ん

の
ひ
』

(七
九
)
な

ど
。
そ

の
博
識

と
極

立

っ
た

鑑
識
眼

、
説

得
力

の
あ

る
文

章

で
、

戦
後

の
新

し

い
児
童

文
学

の
流
れ
を

導

び
き

、
海

外

の
児
童

文

学

の
紹
介

に
も

先
駆

的
役
割

を
果

た
し

た
。

と
り

わ

け
絵
本

研

究

と
評
論

の
面

で
は

戦
後

の
日
本

の
絵
本

論

の
流

れ
を
方

向

づ

け

る
決
定

的
な

影
響
を

与
え

た
。

一
方
、

近
世

の
子
ど

も

の
本

　

　

や

お
も
ち

ゃ
絵

の
収
集

に
も
力

を
注

ぎ
、

実
証

的

な
研
究

に
努

め
た

。　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(松
居

直

・
林

早
苗
)

　

説
教

節

憶
麓

,
　

説
経
節

と
も
書

く

。
古

代

に
仏
教

の
法
会

の
中

で
行
わ

れ

て

い
た

説
経

は
、
公
開

講
演

的
な

性
格

を

も
ち

、

法
華

八
講

の
中

で

『
法

華
経
』

の

一
巻

の
精
粋

部

分
が
解

説
さ

れ

て
も

、
曲

節

は
な
か

っ
た

が
、
説
経

師

が
専

門
職

的
技

量
を

争

い
、

和
讃

や
平
曲

の
語
り

口
を

学

び
、

語
り

も

の
化
し

た

の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

さ
さ
ら

は
、
南

北
朝

時
代

と

い
わ

れ
る
。

そ

の
後
楽

器

と
し

て
簓
を

取

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か
ど

り
入
れ

て
伴
奏

に
用

い
、

門
付

け
を
し

て
歩

く

門
説
経

も

出

て

き

た
。

一
七

世
紀

に
入

っ
て
三
味

線
を

取
り

入

れ
る

と

一
大

飛

躍
し
、
人

形
操

り
と
結

合

し
て
興
行

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

や
が

て
人
形
浄

瑠
璃

に
と

っ
て
代

わ
ら

れ
る

。
太

棹

の
三
味

線

で
豪
快

と
も

い
わ
れ

る
語
ら

れ
方

を
し

た

の
が
、

浄
瑠
璃

の
繊

細

美
妙

の
語

り
に

は
か
な
わ

な

か

っ
た

の

で
あ

ろ
う

。

現
在

で

は

東
京

の
八
王

子
市

に
車
人

形
や
写

し
絵

と

結

び

つ
い
た
も

の

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

あ
い
こ
の
わ
か
　
　
　し
の
だ
づ
ま

が
残

っ
て

い
る
。

説
教

節

の
詞
章

は

、

『愛

護
若

』

『信

田
妻

』

　

　
　

　

さ
ん
し
ょ
う

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

か
る
か
や

『梅

若
』

『
山

荘

太
夫

』

『
刈
萱

』

『
小
栗

判
官

』

の
よ
う

な

名

曲
を

生
み
、

義
太
夫

節

・
歌
舞

伎

の
演

目

に
受

け
継

が
れ
、

『
山

　

　
　

　

　

ホ

荘
太
夫

』

は
森
鴎

外

の
小
説

を
生

ん

だ
。　

　

　

　

(益
田
勝
実
)

　

瀬

名

恵

子

濫

こ
　

一
九
三
二
～
　

(昭
七
～
　
)

絵
本

作
家

。

東
京
都

に
生

ま
れ

る
。
お
茶

の
水
女

子
大

学

附
属
高

校
、
セ

ツ
・

モ
ー
ド

セ

ミ
ナ
ー
、

放

送
作
家

協
会

C

M
教

室
を
卒

業
す

る
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

幼

い
こ
ろ
か

ら
絵

が
好
き

で
、

一
〇
代

に
は

武
井

武
雄

か
ら
童

　

　
　

　

　

　　
　　
　　
　　　
　　
　
ホ

画

を
、

ま
た
武

田
雪
夫

、

後
藤

楢
根

か

ら
童

話
を
学

ぶ
。

高
校

三
年

生

の
時

、
童

画

家

か

童

話
作

家

と

そ

の
取

る

べ
き

道

に

迷

っ
た

が
、
結

局
、

絵

の
方

に
進

む
。

一
九

六
九
年

に

『
い
や

だ

い
や

だ

の
絵

本
』

全
四

冊
と

い
う

幼

い
子

ど
も

の
た
め

の
絵

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

ホ

本
を

発
表

。
オ

ラ

ン
ダ

の
ブ

ル
ー
ナ

の

『
子

ど
も

が
は
じ

め

て

で
あ

う
絵

本
』

(う
さ

こ
ち

ゃ
ん
シ

リ
ー

ズ
)
に
基

づ
き

な

が
ら

も
、

そ
れ

を
乗

り
越
え

た

オ
リ

ジ
ナ

リ

テ

ィ
で
、

一
躍
脚
光

を

浴

び
る
。

以
後

『め

が
ね
う

さ

ぎ
』

(
一
九
七
五
)
、

『う

さ

ん

こ

ろ
と

お
ば

け
』
(七
七
)
な

ど
を

発
表
す

る
。
子
ど
も

の
心

の
動

き

を
理
解

し
、

子

ど
も

の
世
界

に
も

精

通
し
、

そ

れ
ら
を
す

な

お

に
表

現
し

て

い
る
。

は

り
絵

を
主

に
し

た
手

法
も

単
純

で
わ

か

り
や
す

い
、

そ
し

て
明
快

な
挿

絵

が

そ

の
絵

本

の
特

徴

に
な

っ

て

い
る
。　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
(中
川
達
夫
)

　

セ

ル
ヴ

ォ
ン
　

ジ

ャ
ク

リ
ー

ヌ

冨

o
ρ
ロ
Φ
ぎ

Φ

O
Φ
⊇

o
口

一

九

二
四
～
　

フ
ラ

ン

ス
の
児
童

文

学
作

家

。

ジ
プ

チ

で
教

職

に

つ
い
た

の
ち
三

児

の
母

と
な
り

、

一
九

六

一
年

ご

ろ
か
ら

精
力

Ⓒ1988　日本児童文学学会



セ レ リヤ ー

的

に
書
き

は

じ
め

る
。

『
郎
登

鳶
§

-卜
§

ミ

ミ

9

怨
ミ

ア
リ

と

ジ

ャ
ン
ーー
リ

ュ

ッ
ク
と

か
も

し

か
』

(
一
九
六
三
)
な

ど

早

く

か

ら

人
種

差

別

を

排

し

た
友

愛

の

テ
ー

マ
を

描

き

続

け

て

い

る
。

自
然

環
境

の
変

化

の
原
因

を

た
ど

り
過
疎

の
問
題

を

子
ど

も
会

で
話
し
合

う

『切
§

o
勲

ミ

智

ミ

書

斷

N、§

龕
δ

ブ

ノ

ワ
と

お

か
し
く

な

っ
た
村

』
(
七
六
)
の
よ
う

に
、
積

極
的

に
生

き

る
姿

勢
を

明
確

に
示
す

の
が
作

風

の
特
徴

で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス

国
内

で
の
受
賞

作

品

が
多

い
。　

　

　

　

　
　

　

　

(新
倉
朗
子
)

　

セ

ル

デ

ン

　
ジ

ョ
ー

ジ

○
Φ
o
『
ひq
Φ

ω
Φ
匚
Φう

一
九

二

九

～

ア

メ
リ

カ

の
童

話
作

家
。

本
名

ジ

ョ
ー

ジ

・
セ

ル
デ

ン

・
ト

ム

ソ

ン
。

田
舎

の

コ
オ

ロ
ギ

が

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

に
上
京

し
て
猫

と

ネ
ズ

ミ

の
友
人

を
得

る
物

語

『
都
会

に
き

た
天
才

コ
オ

ロ
ギ

』

(
一
九
六
〇
)
と

コ
オ

ロ
ギ

が

そ

の
友

人

を

故
郷

の
田
舎

に
招

待

す

る
続
編

『
タ

ッ
カ

ー

の

い
な

か
』
(六
九
)
に
、
も

う

二
編
続

く

　

　
　

　
　

　
　

ホ

連

作

が
代

表
作

。

ウ

ィ
リ
ア

ム
ズ

の
挿
絵

が
作

品
を
活
気

づ
け

て

い
る
。

ほ

か
に

『す

ず

め

の
く

つ
し

た
』
(
六
五
)
の
邦

訳
も

あ

る
。
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

(吉
田
新

こ

　

セ

ル
バ

ン
テ

ス
　
ミ

ゲ

ル

・
デ

ζ

凶σq
げ
巴

山
Φ

0
Φ
2
穹

8
ω

ω
き

く
Φ
α
蠢

一
五
四
七
～

一
六

一
六
　

ス

ペ
イ

ン
の
作
家

。

マ
ド

リ
ー

ド

の
東
方

の
町
ア

ル
カ

ラ

・
デ

・
エ
ナ
ー

レ
ス
で

生
ま

れ
、

そ

の
後
自

称
医

者

だ

っ
た
父

に

つ
い
て

ス

ペ
イ

ン
の
各

地

に
移

り
住

み
、

正
規

の
教

育
を

受
け

る

こ
と

は
な
か

っ
た
。

成
人

し

て

か

ら

は
軍

隊

に
入

っ
た

り
、

海

賊

に
捕

ら

え

ら

れ

て

ア

ル

ジ

ェ
リ

ア
で
奴

隷
生

活
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
り

し
た

が
、

一
五

八
四
年

に
処
女

作

の
牧

人
小

説

『
ラ

・
ガ

ラ
テ
ー

ア
』
を

出
版

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

し
た
。
代

表
作

『ド

ン

・
キ

ホ
ー

テ
』
第

一
部

が
騎

士
道

物
語

を

打
倒

す
る

た
め

に
書

か
れ
、
出
版

さ
れ

た

の
が

一
六
〇

五
年
、

そ

の
第

二
部

が
出
さ

れ

た

の
は

一
五

年

で
あ

っ
た
。

も
ち

ろ
ん

こ
れ

は

も

と
も

と

子

ど

も

の
読

者

を

想

定

し

た
も

の

で

は
な

か

っ
た

が
、

こ

の
奇

想

天
外
な

着
想

は

子
ど

も

に
も

喜
ば

れ

る

　

　
　

　
　

　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　

も

の
と

し

て
ス
ウ

ィ

フ
ト

『ガ

リ

ヴ

ァ
ー
旅
行

記
』
、

デ

フ

ォ
ー

『
ロ
ビ

ン
ソ

ン

・
ク

ル
ー

ソ
ー
』
な

ど

と
と

も

に
、

古
く

か
ら

子

ど
も

向
け

の
再

話
が
あ

り
、
現
在

で
も

ス

ペ
イ

ン
を
は

じ
め

、

各

国

で

『
ド

ン

・
キ

ホ

ー

テ
』

の
絵

本

や
再

話

が
数

多
く

出
さ

れ

て

い
る
。
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

セ

レ
デ

ィ
　

ケ
イ

ト

国
讐
Φ
ω
臼
Φ
身

一
八
九
九
～

一
九
七
五

ア
メ
リ

カ

の
児
童
文

学
作

家
、

画
家

。

ハ
ン
ガ
リ

ー
に
生

ま
れ

た

が
、

一
九

二
二
年

に

ア
メ

リ
カ

に
移
住

。
編
集

者

の
勧

め

で
、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

ハ
ン
ガ

リ
ー
農

場

を

舞

台

と

し

た
家

庭

物

語

『
搴

鳴
　

O
o
ミ

ミ
説
討
＼

よ

い
地

・王
』

(
一
九
三
五
)
と
続

編

『歌

う
木

』

(三
九
)

を
書

く
。

そ

の
後
、

ハ
ン
ガ

リ
ー
伝

説
を

題

材
と

し
た
叙

事
詩

風

の
フ

ァ
ン
タ
ジ

i

『
白

い
シ

カ
』
(三
七
)
で
、
そ

の
挿
絵

と
と

も

に

ニ

ュ
ー

ベ
リ

ー
賞
を

受

け
る
。

ア

メ
リ

カ

に
お
け

る
移
民

文
学

の
系
譜

に
入

る
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(原
　

昌
)

　

セ

レ
リ
ヤ

ー
　

ヤ

ン

H
譽

ピ
ニ
9
Φ
づ

ω
Φ
霞
9
皀
凶臼

一
九

一
二

～
　

イ

ギ
リ

ス
の
詩

人
。
教

師

を
し

な

が
ら
詩

や
散
文

を
発

表
。

『
寒

o
§

の
§

駄

ミ
鳴
魯

魯
ミ
◎
ミ

ト

マ

ス
と

雀

』

(
一
九

四

六
)
、

『肉
ミ
ミ
無

G
ミ
§
曾
駄

工
ベ

レ
ス
ト
登

頂
』

(五
五
)
な

ど
。

変
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セ ン コ ク カ ツ

化

に
富

ん
だ
素

材
、

経
験

に
基

づ
く

明
快

な
表

現

が
彼

の
詩

の

特
徴

と

い
え

る
。

『
銀

の
ナ
イ

フ
』
(五
六
)
は
、

調
査

に
五

年

の

歳

月
を

か
け

て
完
成

し

た
物
語
。

妻

と
と

も

に

ハ
イ

ネ

マ
ン
社

の

『
ニ

ュ
ー

・
ウ

ィ

ン
ド

ミ

ル
』

シ
リ
ー

ズ

の
編

集

に
携
わ

り

、

『
べ
ー

オ
ウ

ル
フ
』
な

ど
再
話

も
手

が
け

て

い
る
。
(田
中
瑞
枝
)

　
全

国
学

校

図
書
館

協
議
会

耕

繋

諺

鶴

と
し
,　

一
九

四

八
年

に
文
部

省

の

「
学
校

図
書

館

の
手
引

」

が
刊
行

さ
れ

、

そ

の
指

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ネ

導

者
講

習
会

が
奈

良
と

千
葉

で
行
わ

れ

た
。

こ
れ
を

機

に
松
尾

弥

太
郎

ら

は
今
後

の
自

主
的
研

究

の
た

め
、
全

国
的

組
織

の
結

成

を
呼

び

か
け
、

五
〇

年

に
民
間

の
研
究

団
体

と

し
て

こ

の
会

が
誕
生

し

た
。
会

員

は
都
道
府

県
単

位

の
学
校

図
書

館
研

究
団

体

、
賛

助
会

員
、
特

別

会
員

な
ど

よ
り
な

り
、

会
員

相
互

の
連

絡

提
携

を
図

り
、
学

校

図
書

館
、
青

少
年

読
書

の
研

究

と
振

興

の
た

め

の
諸

活
動

を
行

い
、
教

育

と
学
術

文
化

の
発

展

に
寄
与

す

る

こ
と
を

目
的

と
す

る
。

そ

の
た
め
、

機

関
誌

「
学
校

図
書

館
」
(月
刊
)
と

「学

校

図
書

館
速
報

版
」
(旬
刊
)
の
発

行

を

は
じ

め
、

調
査
、

研
究

物

の
刊
行

や
、
学

校

図
書

館
向

け
優

良
図
書

の
選
定

な

ど
を

行

っ
て

い
る
。
と
く

に
各
地

区

の
学

校

図
書

館

研
究

団
体

の
研

究
援
助

、
諸

会
議

の
開
催

と

と
も

に
、

司
書

教

諭
な

ど
専

門
職
員

制
度

の
確

立

の
た
め

、

「学

校

図
書

館
法
」
の

改
正

に
力

を

入
れ

て
き

た
。

戦
後

の
我

が
国

の
学
校

図
書

館

運

動

に
、
少

な

か
ら
ぬ

影
響
を

与
え

て
き

て

い
る
団

体

で
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(今
村
秀
夫
)

　

全

国
昔

話

記
録

翳

に
猷
簿

し
　
採
集

昔

話

の
叢

書
。

近

代

の

日
本

に
お
け

る

最
初

の
昔

話

資

料
叢

書

で
、

一
九

四

二

年

(昭

17
)
よ

り

四
四

年

(
昭
19
)
に

か
け

て
三

省

堂

よ

り

=

二
冊

を

刊

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

行
。
叢

書
全

体

の
編
者

は
柳

田
国

男

で
、
巻
頭

に
置
か

れ
た

「
趣

意
書

」

に
よ
れ

ば
、

近
代
化

の
進

行
と

と
も

に
消
失

し

つ

つ
あ

　

ホ

る
昔

話
を
あ

り

の
ま
ま

に
記

録
し

、
研

究

に
便
な

ら
し

め
、

民

間

文
学

研

究

に

新

た
な

機

運

を

つ
く

ろ
う

と

し

て

発
案

さ

れ

た
。

戦
後
再

興

さ
れ

た
昔

話
調
査

の
土

台

と
な

っ
た
。

従
来

の

こ
の
種

の
記
録

が
、

文
書
資

料

に
頼

っ
た

り
偶
然

的
な

採
集

に

頼

っ
た
り

し

て

い
た

の
を
克

服
す

べ
く

、
地

域
的

に

は

一
郡

・

一
島

く
ら

い
を

単
位

と
し
、

速
記

そ

の
他

の
技
術

に
よ

り
話

者

よ

り
聞

い
た
ま

ま
を

記
録
す

る

こ
と

の
で
き

る
採

集
者

が
、

各

巻
を

担
当

し
た

。
鈴

木
棠

三
採

録

の

『佐

渡
島

昔

話
集
』

(
一
九

四
二
)
、
山

口
麻

太
郎
採

録

の

『壹

岐
島

昔

話
集
』

(
四
三
)
、

武

田

明
採
録

の

『阿

波
祖

谷
山
昔

話
集

』
(四
三
)
な

ど
。
続

刊
を

予

定

さ
れ

て

い
た

が
、

第

二
次

大

戦

の
激

化

に
よ

り
中
絶

。

七
四

年

、

『
日
本

昔

話
記

録
』
と

改
題

の
上
、

同

じ
く

三
省
堂

よ
り

復

刻

さ
れ

た
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(稲
田
和
子
)

　
戦

争

児
童

文
学

驫

鴛

じ
ζ
.

反

戦

平

和

の
願

い
を

託

し

た

児
童

文
学

。
平

和
教

育

に
熱

心

だ

っ
た
教

師
た

ち
が
、

一
九

六

〇

年

の
安

保
反

対

運
動
な

ど
を

経
験
す

る
中

で
使

用
す

る
よ

う

に
な

っ
た
用
語

で
あ

る
。

石
上

正
夫

・
時

田
功

編
著

『
戦
争

児

童

文
学

鋤
選
』
(
一
九
八
〇
)
に
は
、

「
『戦

争
児

童
文
学

』
と

い
う

こ
と
ば

を
わ

た

し

(石
上
正
夫
)
が
使

い
は

じ

め
た

の
は
、

一
九

六

三

(昭
和
三
十

八
)
年

ご

ろ

で
あ

っ
た
」

と

の

一
節

を

見

い
だ
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セ ン タツ ク

す

こ
と
が

で
き

る
。
し

か
し

、

こ
れ

は
ま

っ
た
く
安

易

で
、
不

注
意

な
命
名

で
あ

り
、

そ

の
意

図
を

正

し
く

伝
え

る
に

は
、
反

戦
児
童

文
学

、
も

し
く

は
反

戦
平

和
児

童
文
学

と
呼

ぶ

べ
き

で

あ

っ
た
。
と

く

に
六
〇
年

前
後

か

ら

の
創
作

児
童
文

学

に
お
け

る

こ
の
分

野

の
作

品
評
価

に
は
、
戦

争

児
童

文
学

の
名
称

は

ふ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

さ
わ

し
く
な

い
。
反

戦
児

童
文
学

は
、
古

く

は
小
川
未

明

の
『
野

薔

薇
』
(二
〇
)
な

ど

が
あ
げ

ら
れ

る

が
、
第

二
次

世
界
大

戦
後

に

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

本

格
的
作

品

が
誕

生
す

る
。
戦

後

い
ち

早
く
書

か
れ

た
竹

山
道

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

雄

『
ビ

ル

マ
の
竪

琴
』
(四
七
)
、
壺

井

栄

の

『
二
十

四

の
瞳

』
(
五

二
)
が
先
導

的
役
割

を
果

た

し
、
六
〇

年
安

保
前

後
か

ら
戦
後

派

児
童

文
学

作
家

に
よ

る
反

戦
平

和
児

童
文

学

が
書

か

れ
る
よ

う

に
な
る
。

右

の

『戦

争
児

童
文
学

踟
選
』

に
は
、
ω

戦
争
時

代

の
国
民

生
活

②
戦
争

と
兵

隊

・
そ

の
生

と
死

㈹
学
童

集
団

疎

開

ω

日
本

空
襲

・東
京

空
襲

㈲

原
爆

と

人
間

㈲
植

民
地

の
崩

壊

と

日
本

人

ω

戦
争

と

記

録

㈹

外

国

の
戦

争

㈲
戦

争

と

漫

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

画

⑩
戦
争

と
詩

の

一
〇
部

門

に
作

品
が

分
類
さ

れ

て

い
る
。
い

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

ぬ

い
と

み

こ
の

『
川
と

ノ

リ
オ
』
(
五
二
)
、
今
西

祐
行

の

『
ヒ

ロ

シ

マ
の
歌
』

(六
〇
)
な

ど

「
原
爆

も

の
」

に
代

表

さ
れ

る
よ
う

に
、

日
本

人
を
戦

争

の
被
害

者

と
し

て
描
く

作

品
が
多

い
が
、

加
害

者
と

し

て
の

日
本

人

に
視
点

を

置

い
た
反
戦

児
童
文

学

の

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

必
要

性
も

叫
ば
れ

て

い
る
。

乙
骨

淑

子

『
ぴ

い
ち

ゃ
あ
し

ゃ
ん

』

　
　

　

ホ　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
ホ

(六
四
)
、
前

川
康

男

『
ヤ

ン
』

(六
七
)
、
し

か
た
し

ん

『
む
く
げ

と

モ
ー

ゼ

ル
』
(七
二
)
、
斎
藤

尚

子

『
消
え

た
国
旗

』
(
七
二
)
な

ど

が
、
そ
う

し
た

視
点

の
採

用

に
よ

っ
て
書

か
れ

た
作

品
で
あ

る
。　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
(関
口
安
義
)

　

セ

ン
ダ

ッ
ク

　

モ
ー
リ

ス

ζ
o
霞

ざ
Φ
じd
Φ
ヨ

贄
α

ω
Φ
巳

餌
閃

一
九

二
八
～

ア

メ

リ

カ

の

イ

ラ

ス

ト

レ
ー
タ

ー
。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

の
ブ

ル

ッ
ク
リ

ン
で
ポ
ー

ラ

ン
ド

か
ら

の
移

民

ユ
ダ

ヤ

人

の
子

と
し

て
生

ま
れ

た
。

幼
年
時

代

病
弱

だ

っ
た

モ
ー

リ

ス

は
、
孤
独

で
繊

細

な
感
性

を
育

て
た
。

ア
ー

ト

・
ス
チ

ュ
ー

デ

ン

ツ

・
リ
ー

グ

の
夜

間
部

で
グ

ラ

フ
ィ

ッ
ク

ア
ー
ト

を
学

び
、

勤

め
先

の
シ

ュ
ワ
ー

ツ
玩
具

店

で
、

一
九
世
紀

の
イ

ギ
リ

ス
古

典
絵

本
と

二

〇
世
紀

の

ス
イ

ス
絵
本

に
接

し

、
絵
本

に
興

味
を

も

っ
た
。

名
編

集
者

ア
ー

シ

ュ
ラ

・
ノ
ー
ド

ス
ト

ロ
ム

の
勧

め

に
よ

り
子

ど
も

の
こ
と

ば
集

『
あ
な

は

　

ほ
る
も

の
　

お

っ
こ

ち

る
と

こ
』
(
一
九
五
二
)
の
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
を

手

が
け
、

高

い
評
価

を
受

け

る
。

こ

の
成

功
を

契
機

に
、

一
〇
年

間

の
長

い
修

業
時
代

に
入
り

、
五

十
数

冊

に
及

ぶ
他
人

の
作

品

の
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
を

手

が
け

る
過
程

で
、

多
く

の
画
家

、
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

の
先
達

か
ら
技

法
を
学

び
、

パ

ス
テ
ィ
ー

シ

ュ

の
才
を

発

揮
す

る
。

そ

の
成
果

が

『
ち

い
さ
な

ち

い
さ

な
え

ほ

ん
ば

こ
』
四

部
作

(六
二
)
と

し

て
結
晶
す

る
。
そ
し

て
翌
年

、
今

世
紀

の
絵
本

の
傑

作

と
な

っ
た

『
か

い
じ

ゅ
う

た
ち

の

い
る
と

こ
ろ
』
(六
三
)
を
出

版
し

た
。
出

版
当

初

は
、
識
者

の
賛

否
両

論

を

呼

ぶ
問
題

作

と
し

て
注

目
さ

れ
、

や

が
て
世
界

の
子

ど
も

た

ち

の
絶

大
な

支
持

を
得

た
。

コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト
賞

を
受
賞

し

、

国

際

ア

ン
デ

ル
セ

ン
賞

画
家

賞
を

作
者

に
も
た
ら
す

契
機

と

な

り
、

=

ニ
カ
国
語

に
翻

訳

さ
れ

る
。

『
か

い
じ

ゅ
う

た
ち

』
に
よ
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ソ ウェ イ

り

絵
本
作

家

と
し

て
不
動

の
地
位

を
築

い
た

セ

ン
ダ

ッ
ク
は
、

合

間

に
意

欲
的

な
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
を
他

人

の
作

品
で
試

み
な

が
ら
、
『ま

よ
な

か

の
だ

い
ど

こ
ろ
』
(
七
〇
)
、
『
ま

ど

の
ぞ

と

の
そ

の
ま

た
む

こ
う
』

(八

一
)
で
幼

児

回

帰
を

テ
ー

マ
と
す

る
三
部

作
を

完
結
す

る
。

セ

ン
ダ

ッ
ク

の
仕
事

は
、

ィ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
に
と

ど
ま
ら
ず

、

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
映

画

、
舞

台

芸
術

に
独
創

的
な

才
能
を

発
揮

し
、

そ

の
中

か
ら

、
ま

た

『く

る

み
わ
り
人

形
』

(八
四
)
の
よ
う

な
優

れ

た
絵

本

が

生
ま

れ

て

き

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(渡
辺
茂
男
)

ソ

　
宗

　

影

薦
ー

ソ
ン

ヨ
ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

綜

合

童

話

大

講

座

鴬

ご
冖器

、,
わ
　

全

一
二

巻

。

日

本

童

話

協

会

発

行

。

一
九

三

二

年

(
昭

7
)
か

ら

三

四

年

(昭

9
)
に

か

け

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

会

員

制

で

頒

布

。

編

集

は
蘆

谷

蘆

村

が

当

た

り

、

同

時

に

中

心

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ
　　　　　
　　　　
　　　
ホ　　
　　　　
　　　　
　　
ホ

的

執

筆

者

で

も

あ

っ
た

。

内

山

憲

尚

、

安

倍

季

雄

、

岸

辺

福

雄

　

　

ホ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ホ

ら

の

口

演

童

話

系

統

の

執

筆

が

目

に

つ
く

。
ほ

か

に

巌

谷

小

波

、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

小

川
未

明
、
山
内

秋
生

ら

の
名

も
あ

る
。
童

謡
関
係

の
執
筆

は
、

　弘
田
龍

太
郎

の
み
で
、

先

行

の

『児

童

芸
術
講
座

』

(
一
九
二
一二

～
二
五
)
と

は
際

立

っ
た
対

照

で
あ

る
。
と

り
た

て
て

の

「
開

講

趣
旨

」
を
示

す
文

章

は
み
ら

れ
な

い
が
、

「
童
話

ヲ
完
全

ナ

ル
組

織
的

体
系

ト

シ
テ
研

究

ス

ベ
キ

」
(第

一
集
巻
頭
言
)
方
向

を
求

め

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ネ

た
。

『
童

話

の
理
論

』
(松
村
武
雄

・蘆
谷
蘆
村
)
、

『
日
本
童

話

史
』

　
　
　

　
　
ネ

(中
田
千
畝

・
藤

沢
衛
彦

・
山
内
秋
生
)
、

『世

界
童

話
史
』

(蘆
谷
蘆

村

(重
常
)
)
が
ま

と
め

ら
れ

、
『
宗
教

童

話
論
』
(蘆

谷
蘆
村
)
、
『
仏

教
童

話
論

』

(蘆
谷
・長
井
真
琴
・菅
原
霞
村
)
、

『基

督
教

童

話
論
』

　
　
　

ホ　　　　　　　　　　　　ホ

(蘆
谷

・
上
沢
謙
二

・
小
出
正
吾
)
な

ど

の
各
論
も

合
わ

せ

て
構

成

　
　
　

　

ホ　
　　　　
　　　　
　ホ
　　　　
　　　　　
　ホ

さ

れ
た
。

児
童

劇

・
人

形
劇

・
口
演
童

話

・
舞

踊
な

ど

の
児
童

文

化
関
係

の
論
稿

も
収

録
さ

れ
た

。　

　
　

　

　

　

(大
藤
幹
夫
)

　
早

大
童

話
会

誘

然

ど
　

団
体

。

一
九

二
二
年

(大

11
)
春

、
学

生
数
名

の
発

起

に
よ
り

創
立

。
会
長

は
上

井
磯

吉
教
授

。
(英
語

担
当
)
。
実

演
部

と
創
作

部

に
分

か
れ

、
は
じ

め
は
前

者

が
優
勢

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ホ　　　　　
　　　　　　　　ホ

だ

っ
た
が

一
九
三

〇
年

、
岡

本
良

雄
、

水
藤

春
夫

ら
が

入
会
後

は
後
者

の
活

動

が
中

心
と
な

っ
た
。

一
九
三

五
年

同
人
誌

「童

苑
」
を

、

翌
年

に
は
機

関

誌

「童

話

界
」
を

創
刊
。

そ

の
後

、

　
　
　

　

ホ　
　　
　　　
　　
　　
　
ホ
　　
　　
　　
　　
　　
　
ホ

町
本

広
、
前

川
康

男
、

永

井
萠

二
、

鈴
木
隆

ら

が
入
会

し
最
盛

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ホ

期
を

迎
え

た
。

一
九

四
三

年

に
は
、

坪

田
譲

治
編

に
よ

る
童

話

集

『
町

の
子

・
村

の
子
』
、

『た

の
し

い
仲

間
』
を

天
祐

社
よ

り

刊

行
す

る

(発
行
部
数
五

〇
〇
〇
)
が

太
平

洋

戦

争

の
激

化

に
よ

り
出

征
す

る
先

輩
会

員
を

送

る

「童

苑
」

四
号
を

発
行

し

て
会

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ホ　
　　　　
　　　　
　　　
ホ

活
動

は
中

断
。

終
戦

後

は
古

田
足

日
、
鳥

越
信

ら
が
受

け
継

ぎ

五

一
年

「
童
苑

」

五
号
を

復
刊

、

五
三
年

に

は
同
誌

に
宣
言

文
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